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式、図像、機能の 3 章立ての構成としている。本文は 400 字詰原稿用紙に換算して約 240 頁、これに 42 頁から
なる図版編を付している。 












極的であり、そこに定慶の特質が看取されるとする。第 2 章は 2 節からなり、いずれも彫刻とその典拠とされた
図像との関係について考察を試みている。第 1 節では、神奈川・阿弥陀寺に伝来する文殊菩薩像について、様式
の検討から鎌倉時代初期の慶派作例と比定し、箱根本地仏であった可能性に言及するとともに、特徴的な衣文の
彫法に着目して宋本図像を写した可能性を指摘する。第 2 節では、鎌倉時代前期の十二神将のうち浄瑠璃寺伝来
像、興福寺東金堂像、曹源寺像について、それぞれ図像との関係を検討するとともに、曹源寺像の制作年代につ
いて従来説に疑義を呈している。機能論と題する第 3 章では、東大寺僧形八幡神像の蓮華座の特殊な構造から、
本来は像を神輿に乗せて移動することが想定されていたと考え、八幡神の宇佐から奈良までの上洛の様子を演劇
的に再現する手掻会の御神体とされた可能性を指摘する。 
このように本論文は、様式論、図像学という美術史学の最も伝統的な方法論と、近年の仏教美術研究において
重視されている機能論とによりながら、鎌倉時代前期の諸作例について考察したものである。6 編の論考のうち、
特に肥後定慶の菩薩像を論じた様式論の2編は、鎌倉彫刻史研究に新たな指針を提示したものとして評価したい。
一方、他の 4 編については、多様なアプローチを無難にこなしてはいるものの、考察が断片的であったり、結論
が推察にとどまっていたり、なお深化が求められる。しかしながら、それらの論考で提示された新知見は今後の
鎌倉彫刻史研究の基礎的情報の一つとなることは間違いない。よって本論文を博士（文学）の学位にふさわしい
ものと認定する。 
